
分野 自然共生 講座形式 体験型 講座 No ２０ 

講座名 虫たちとなかよくなろう！ 

テーマ 自然とのふれあい 

該当 SDGｓ

目標番号 
          

対象者 ■ 幼稚園・保育園児   ■ 小学生（低学年）  ■ 小学生（高学年）  ※■が対象となります。 

実施時間 
（変更可能時間） 

４５分 （４５分～６０分） 受講可能人数       １０名～６０名 

実施可能 

地域 

■ 神戸市内   ■ 阪神南   ■ 阪神北   ■ 東播磨   ■ 中播磨 

■ 北播磨    ■ 西播磨   □ 丹波    □ 但馬    □ 淡路  ※■が対象となります。 

プログラム

のねらい・

特徴・効果 

（講座紹介） 

チョウをはじめ昆虫は、子どもたちにも身近で親しみやすい魅力的な生き物です。 

チョウを中心に、いろんな虫とふれあい親しむ体験活動を通して自然・生命を大切にする心を育てる。 

虫とのふれあうにより、虫に親しみを持ち、自然の不思議さ・生命の大切さを理解できる子どもを育

て、豊かな感性と自然環境保全の心を養う。 

基本となる

プログラム 

内容・構成 

（所要時間） 

 

１ 導入（チョウのケース） 

チョウのふしぎや生態などを映像や紙芝居などでわかりやすく伝える。 

  ・チョウのふしぎがわかるアニメ「くいしんぼうのナミオくん」を見る 

  ・紙芝居「アゲハの誕生」で解説 

 

２  チョウとのふれあい体験 

   チョウの成虫や幼虫、サナギを観察し、触る。（①～⑤を選択して実施） 

①おおきな虫かご（かや）に入り、チョウにみつをあげよう！ 

②クラフト「ぱたぱたチョウ」をつくろう。 

③幼虫にふれたり、チョウを顕微鏡で観察しよう。 

④本物のチョウ標本でぬり絵をし、チョウの楽園をつくろう。 

⑤昆虫ものしりクイズをしながら、もっと虫にくわしくなろう。 

 

３ まとめとわかちあい 

   体験のまとめをして、感想をのべあいわかちあう。 

 

 

 

      

 

申請者による

準備用品 

スクリーン、長机、色鉛筆、ハサミ 

シール 

申請者材料費

負担額 
100円～200円／人（クラフト及びチョウ） 

申込時の 

条件・注意点 

出前可能時期は、アゲハなどチョウが出現する時期（５月下旬～１０月中旬） 

チョウを放すかや（長さ３ｍ×２ｍ）をはれる場所が必要。 

講師 

（団体名） 

自然体験活動支援「シニア種まき隊」  

（メイン講師 橋本 敏明、森川 正章） 

 

講師（団体） 

経歴 

 

・設立は、2013年５月。 

・シニア種まき隊は、自然観察や遊びの経験豊かなシニアが中心になり、SDGsや生物多様性の観点から

自然を感じ・楽しむプログラムを提供するグループである。阪神・淡路大震災を経験し、「命に出会う体

験活動」をテーマに活動している。 

・2021年度の当講座の開催回数の実績は、コロナ禍の中 10回。 

 


